
市民相談室（188‐8103） 

   　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

行
政
と
地
区
住
民
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
区
長
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
◎
地
区
区
長
会
長
、
○
地
区
区

長
会
副
会
長
、
☆
地
区
区
長
会
理
事
） 

 勝
山
地
区
 

元
禄
＝
柳
町
隆
光
、
☆
元
町
2
＝
上
山
邦
夫
、

元
町
3
＝
和
田
次
泰
、
昭
和
町
１
＝
石
井
紀

夫
、
☆
昭
和
町
2
＝
山
場
正
之
、
昭
和
町

3
＝
北
川
清
尚
、
旭
町
１
＝
木
村
正
勝
、
○

旭
町
2
＝
四
谷
憲
夫
、
☆
旭
毛
屋
町
＝
山
川

栄
次
、
立
川
町
＝
中
野
栄
、
☆
上
郡
＝
早
川

常
夫
、
上
袋
田
＝
松
田
憲
之
、
下
袋
田
＝
谷

正
治
、
○
上
後
＝
秦
弘
志
、
◎
中
後
＝
杉
平

信
夫
、
☆
下
後
＝
榮
喜
一
郎
、
上
長
渕
＝
木

村
嘉
雄
、
下
長
渕
＝
笠
松
徹
、
☆
富
田
＝
織

田
武
志
、
沢
町
＝
久
保
憲
司
、
☆
芳
野
町
＝

山
川
肇
彦
 

猪
野
瀬
地
区
 

猪
野
口
＝
藤
木
耕
読
、
◎
若
猪
野
＝
野
村
義

雄
、
高
島
＝
伊
藤
宗
一
郎
、
西
高
島
＝
京
道

三
郎
、
毛
屋
＝
北
川
教
高
、
○
猪
野
＝
上
山

弥
一
、
片
瀬
＝
加
藤
敏
彦
、
片
瀬
町
＝
大
森

達
也
、
岡
横
江
＝
長
谷
川
勇
 

 平
泉
寺
地
区
 

◎
平
泉
寺
＝
松
田
正
道
、
赤
尾
＝
福
田
耕
太

郎
、
笹
尾
＝
北
山
眞
夫
、
大
渡
＝
大
上
譲
、

壁
倉
＝
山
田
晋
洋
、
岩
ケ
野
＝
森
成
人
、
○

大
矢
谷
＝
山
内
嘉
夫
、
小
矢
谷
＝
松
本
忠
司
、

神
野
＝
沢
榮
治
、
経
塚
＝
中
村
昭
一
、
上
野

＝
市
原
勝
、
池
ケ
原
＝
山
田
ひ
さ
子
 

 村
岡
地
区
 

◎
滝
波
町
＝
笠
川
剛
士
、
郡
町
＝
中
村
善
丸
、

五
本
寺
＝
斎
門
重
光
、
黒
原
＝
前
田
二
蔵
、

栃
神
谷
＝
山
岸
法
明
、
暮
見
＝
植
田
一
成
、

○
寺
尾
＝
齋
藤
彦
生
、
○
浄
土
寺
＝
木
下
一

美
、
長
山
町
＝
坂
下
良
雄
 

 

北
谷
地
区
 

中
尾
＝
中
山
茂
一
、
○
北
六
呂
師
＝
加
藤
駒

幸
、
河
合
＝
斎
藤
邦
夫
、
◎
木
根
橋
＝
小
林

信
男
、
小
原
＝
杉
吉
政
己
、
谷
＝
田
中
久
明

三
、
杉
山
＝
安
岡
久
男
 

 野
向
地
区
 

龍
谷
＝
北
川
泉
、
竹
林
＝
内
田
東
市
、
聖
丸

＝
藤
井
由
紀
夫
、
深
谷
＝
知
土
光
、
◎
薬
師

神
谷
＝
石
塚
善
榮
、
牛
ケ
谷
＝
清
水
嘉
夫
、

○
北
野
津
又
＝
松
井
敬
、
横
倉
＝
北
川
雅
敏
 

 荒
土
地
区
 

○
松
田
＝
木
下
立
夫
、
田
名
部
＝
丹
後
俊
夫
、

布
市
＝
中
村
謙
治
、
清
水
島
＝
南
部
英
二
、

北
新
在
家
＝
木
下
広
己
、
◎
別
所
＝
横
山
正

宣
、
境
＝
山
内
博
、
戸
倉
＝
日
谷
新
一
、
西

ケ
原
＝
袖
川
源
也
、
新
道
＝
橋
爪
静
、
細
野

口
＝
下
牧
紘
一
、
北
宮
地
＝
石
塚
和
高
、
堀

名
＝
森
石
輝
一
、
中
清
水
＝
石
塚
猛
、
伊
波

＝
皿
澤
賢
一
、
妙
金
島
＝
斎
藤
治
一
、
新
保

＝
矢
戸
甚
一
、
○
松
ケ
崎
＝
前
田
信
夫
 

北
郷
地
区
 

西
妙
金
島
＝
島
田
典
幸
、
檜
曽
谷
＝
津
田
俊

一
、
新
町
＝
平
井
孝
、
○
志
比
原
＝
小
林
喜

仁
、
上
森
川
＝
立
平
定
勝
、
下
森
川
＝
松
川

松
太
郎
、
東
野
＝
石
川
市
夫
、
伊
知
地
＝
山

口
敏
光
、
◎
坂
東
島
＝
松
村
健
剛
、
上
野
＝

木
下
光
夫
 

 鹿
谷
地
区
 

◎
保
田
＝
松
名
昭
一
、
西
光
寺
＝
寺
本
利
通
、

北
西
俣
＝
宮
川
純
治
、
○
矢
戸
口
＝
森
下
清

二
、
本
郷
＝
山
内
昇
、
西
遅
羽
口
＝
飯
田
靖
、

東
遅
羽
口
＝
宇
佐
美
博
文
、
杉
俣
＝
山
内
紀

臣
、
志
田
＝
石
田
鉄
世
、
発
坂
＝
嶋
田
清
栄
、

保
田
出
村
＝
多
田
源
氏
 

 遅
羽
地
区
 

下
荒
井
区
＝
斎
藤
慎
治
、

崎
＝
澤
田
裕
治
、

大
袋
＝
牧
野
保
夫
、
○
新
道
＝
酒
井
啓
善
、

北
山
＝
斎
藤
甚
三
郎
、
◎
蓬
生
＝
斎
藤
清
昭
、

中
島
＝
伊
藤
廣
忠
、
千
代
田
＝
藤
原
広
幸
、

比
島
＝
松
山

重
 

平
成
21
年
度
の
 

　
　
　
　
区
長
さ
ん
 

　市では、意識調査や出前講座

などの消費者行政にご協力いた

だくかたがたを次のとおり委嘱

しました。 

　くらしに関するご相談をアド

バイザーやモニターにお寄せく

ださい。　　　（敬称略、順不同） 

■勝山市くらしのアドバイザー 

　大久保訓子 

　中村　廣子 

　林　　一恵 

　森景　秀一 

■勝山市消費生活モニター 

勝　山s酒井　美紀 

勝　山s志茂　知隆 

猪野瀬s田中　幸代 

平泉寺s佐々木日出美 

村　岡s藤木喜美子 

北　谷s中山　弘美 

野　向s藤井勢津子 

荒　土s立壁　康子 

北　郷s近藤　啓美 

鹿　谷s朝日美智子 

遅　羽s斎藤美穂子 

　発足以来40年にわたり活動し
てきた勝山石川県人会が、会員の
減少などにより、やむなく解散す
ることとなりました。 
　解散にあたり、会を代表して山
本周二さんから、ふるさとルネッ
サンス基金に 6万円のご寄付を
いただきました。目録を受け取っ
た山岸市長は長年の活動に対する
労いとご寄付に対する感謝の言葉
を述べました。 

くらしのご相談承ります くらしのご相談承ります 

長い間お疲れ様でした。 
　　　「勝山石川県人会」 

山岸市長に目録を手渡す山本さんと 
会員代表の皆さん 

ねぎら 

地上デジタル放送の準備は 
お済みですか？ 

地上デジタル放送の準備は 
お済みですか？ 

地上デジタル放送の準備は 
お済みですか？ 

2011年7月24日 
アナログ放送終了 

福
井
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
地
デ
ジ 

　
早
わ
か
り
説
明
会
」
出
前
中 

秘
書･

広
報
課（
1

８８
‐
1
1
1
7
） 

まだ、地上デジタル放送への対応が 
お済みでないかたは、早めの準備を！ 
　地上デジタルテレビ放送では、高画質・

高音質な映像・音声サービスを楽しめるだ

けでなく、いつでも必要な情報が得られる

データ放送、どこでもテレビが見られるワ

ンセグサービスなど多彩なサービスが提供

されます。地デジ対応について分からない

とき、困ったときには、まずご相談くださ

い。 
地デジコールセンター 
（ナビダイヤル　0570-07-0101） 

問 

地デジを口実にした詐欺にご注意を!
　総務省やテレビ局員を名乗り、地上デジ

タル放送への対応やアンテナ交換などを口

実にした詐欺が発生しています。地デジ対

応で総務省、テレビ局が金銭を請求するこ

とは一切ありません。 

　不審な場合は、警察署、消費者センター

へご相談ください。 

勝山市消費者センター（188‐8103） 問 

平成20年度 
勝山市消費生活相談概要 
　勝山市消費者センターが平成20年度に受

け付けた相談は201件となっており、前年

度に比べて20.9％減少しました。 

　消費生活においてお困りのことがありまし

たら、お気軽にご相談ください。 

勝山市消費者センター（188‐8103） 問 
100

200

300

400

500
（件数） 

H14 H15 H16 H17

相談件数の推移（7年間） 

H18 H19 H20

180

326

424

290

228

254

201

（年度） 
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福
井
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
2
0

1
1
年
（
平
成
２３
年
）
7
月
２４
日
ま
で
に
、

受
信
者
の
皆
様
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完

全
移
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
え
る
よ
う

に
な
る
か
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

勝
山
市
に
お
い
て
は
、
6
月
を
強
化
月
間

と
し
て
、
地
デ
ジ
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

「
地
デ
ジ
早
わ
か
り
説
明
会
」
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

デ
ー
タ
か
ら
み
る
苦
情
相
談
の
特
徴

１
　
相
談
者
の
約
４０
％
が
６０
歳
以
上

年
齢
別
で
み
る
と
相
談
者
（
契
約
当
事

者
）
の
多
く
は
６０
〜
６９
歳
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
７０
歳
代
を
合
わ
せ
る
と
３９
％
に
の

ぼ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

2

商
品
別
分
類
で
み
る
と
「
運
輸
・
通
信

サ
ー
ビ
ス
」
３０
件
が
ト
ッ
プ

「
有
料
サ
イ
ト
」「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
」

の
不
当
請
求
の
相
談
が
最
も
多
く
、「
海

外
宝
ク
ジ
」
な
ど
の
相
談
が
続
き
ま
し
た
。

3

そ
の
他

契
約
・
購
入
金
額
の
総
合
計
金
額
は
2

0
6
7
万
１
7
１
8
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
例
か
ら
み
る
消
費
生
活
相
談
の
特
徴

「
消
費
未
納
料
金
が
あ
る
。
連
絡
を
し
な

い
と
裁
判
を
す
る
。」
と
い
っ
た
ハ
ガ
キ
に

よ
る
架
空
請
求
（
不
当
請
求
）
の
相
談
は
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
の
有
料
サ
イ
ト
に
関
す
る
架
空
請

求
の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
健
康
食
品
、

エ
ス
テ
な
ど
の
複
雑
な
解
約
ト
ラ
ブ
ル
が
、

若
者
を
中
心
に
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
海

外
宝
く
じ
の
当
選
商
法
に
よ
る
相
談
が
、
高

齢
者
を
中
心
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
は
３３
件
。
前
年

度
と
比
較
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ヤ
ミ
金

融
絡
み
や
複
数
（
9
社
）
か
ら
借
り
て
い
る

ケ
ー
ス
な
ど
、
法
的
措
置
を
迅
速
に
と
る
必

要
が
あ
る
深
刻
な
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。


